






















いわゆる「改定臓器移植法」施行 (2010 年 7 月 17 日) 後，9月末までに 14 人が脳死判定後
のドナー (臓器提供者) となった。特に，このうちの 12 人が書面での承諾は全くしておらず，
家族による「推定的同意」のみを根拠に，以前は不可能だった操作的手続きで「脳死判定」が
行なわれ，臓器が摘出 (「収穫 harvest」) され，臓器待機中の患者に移植された(1)。







































1996年 12 月の第 139国会では，「脳死は人の死」を前提とする「中山案」と，それを前提
としない「金田案 (衆院)・猪熊案 (参院)」とが審議され，最終的に，本人が脳死判定を行う
ということ及び臓器提供を行うことについて同意 (太字，下線は筆者) し，かつ家族もそれら


















その結果，2010 年 1 月には，日弁連の提言 2) に反する親族への優先的臓器提供が可能に





























までの時間は，改定前の平均 9・7時間 (最長 46 時間) から，改定後は平均 18・4時間 (最長






























































されるべき」としながらも，「脳死臨調」による「各界の有識者」の意識調査 (1990 年) で，






















































































医学生，患者群の順)；脊髄反射 (53.4%, 53.6%, 19.3%)，瞳孔の変化 (15.9%, 30.2%, 22.9%)，
涙・唾液の分泌 (39.8%, 41%, 15.7%)，皮膚温・色調の変化 (45.5%, 37%, 30.1%)，鳥肌が立
つ (30.7%, 10.8%, 8.4%)，心拍・血圧の変動 (31.8%, 25.8%, 16.9%)，消化吸収 (51.1%,
26.5%, 20.5%)，免疫機能 (62.5%, 45.7%, 41%)，心肺の雑音 (53.4%, 43.1%, 31.3%)，四肢微





































明運動」の声明には 105 人の医師が名を連ねている (「臓器移植法“改悪”に反対する医師声





































( 1 ) 法改定後の数は，毎日新聞 (2010 年 10 月 10 日朝刊)，また，家族の承諾のみの臓器提供数は，朝
日新聞 (2010 年 9 月 30 日朝刊) による。













( 3 ) 移植数増加を目標に法改定を推進してきた移植関係者や患者団体は，家族による「推定同意」の
方式による臓器提供を移植医療の「新しい一歩」と謳っている (朝日新聞 2010a)。また，同趣旨
の座談会「臓器移植法改正で医療現場はどう変わるのか」でも，この「臓器移植法改正」によっ
て，具体的には脳死下臓器提供が年間 30− 50例ほど増加する見込みだと語られている (週間医
学界新聞，2010)。
ただし，従来，心停止直後の臓器提供者 (心停止後臓器提供 DCD (donation after cardiac
death) となってきたケースが，法改定後，心停止以前に「脳死判定」後の臓器提供者に入れかわ
る可能性が高いとも考えられる。(倉持武，personal communication，2010 年 9 月 6日)
( 4 ) 吉村によると，和田教授は，ドナーにした山口氏の死亡を 1968年 8月 7日午後 10時 10 分に三徴
候で確認したと述べているが，奇怪なことに，札幌地検から鑑定を依頼された時実利彦教授[当
時]は提供された心電図から少なくとも 8月 8日午前 2時 8分までは心拍動があったと判定してい
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班編著『凍れる心臓』(共同通信社) 1998年に詳しい。
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